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運動会天気にしておくれ

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

今年は、延期していた運動会をマラソン大会と合わせて計画しま
した。
各学年の体育の時間やみどりっ子タイムには、全校の子どもた

ちがマラソン運動に取り組んでいます。１年生も、黄色の帽子を
かぶりながら、一生懸命がんばっています。高学年は、運動委員
会の進めるマラソンカードでの表彰を目指して７周も走っている
人たちもいます。
今回の運動会は、やはりコロナバージョンで計画していますの

で、開会式や種目の縮小、なるべく接触を避けた芸走など、いつ
もと違う形での実施になります。それでも、「たいようの 声と
笑顔」で１０９人が一生懸命走り、楽しむ姿をご覧いただき、そ
れぞれのご家庭にも元気をお届けしたいと願っています。

２０２０運動会テーマ
一人一人が協力 最後まであきらめずがんばる 最＆高の運動会

学習発表会・・・「くじけず がんばり」
運 動 会・・・「あきらめず がんばり」

なぜか、今年の学校行事のテーマには“くじけず”とか
“あきらめず”といった、自分たちを励ましたり、強い気
持ちを誘うようなキーワードが選ばれています。
このような目指す姿をお披露目するためにも、まずは、

『晴れてほしい』。当日の天気は、まさに秋の空。職員室
でも毎日、何度もいろんな天気予報を見比べています。
ホールでは、“てるてるたいようくん”も晴れることを

願っています。

ざんねんな○○○○
運動会＆マラソン大会に向けて、「みんなで体力作りをしよう！」と呼びかけている

人たちがいて、走るのが苦手でいやだけれどもがんばっている子どももたくさんいます。
そのかげで、残念な子どもたちがいます。

▲走る力があるのに、だらだらと走って終わる子ども。
▲理由を付けてはサボっている子ども。
▲友だちと一緒に別なことをして、走ることを避けている子ども。
▲走った数をごまかしている子ども。

たった一つの「走ること」からも、様々な心の模様が感じられます。

運動会の実施については、明日１６日（金）の夕方に一斉メールでお知らせします。
時間の変更や延期の場合にも、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

１０／１７ 運動会＆マラソン大会！



後期のめあて 始業式での校長あいさつより

『できることをやりましょう』のパワーアップ
そのためにも、

自分で「しっかり」 みんなで「きちんと」
前期は、たくさんの「たいようの声と笑顔」がありました。
おかげで楽しい学校自分たちで動かす学校ができてきました。

その栄養を元にして、９７日の後期がスタートしました。 （６年生は９４日）
始業式の日の朝、６年生の教室には「卒業」、４年生の教室には「４．５年生」という

言葉がありました。他の教室でも、次に向かう素敵なメッセージがありました。
残り半分も大切にしていかなきゃいけないなという思いを強くしたところです。
そこで、後期１０９人の子どもたちと１６人の先生方とでがんばっていきたいことは

『できることをやりましょう』
同じ言葉なんですが、ちょっとパワーアップしなきゃいけないと感じています。
本当は、みんなができるのにやっていないんじゃないの？ということで、次の三つの

心配なことについて子どもたちに話しました。

・学校のマスクのルール 友だちみんなが守っていますか？
ずるい人はいませんか？ たまに忘れた人はしかたがありません。
でも、めんどくさいからいいやという人がまだいます。

・本当に自分から明るいあいさつができる人は 学級で何人いるでしょうか？
はずかしいし、他の人もやっていないからいいやと感じている空気は
ありませんか？

・今、運動委員会がみどりっ子タイムのかけっこを呼びかけています。
その呼びかけに 僕はスポ少で走っているからいいや

別に練習しなくても友だちより速いから走らない
やはり めんどうだから やりたくないという人がいます。

「マスク」「あいさつ」「かけっこ」は全部、全校で「できること」を決めて、
呼びかけてくれる人がいてがんばっていきたいことです
そういうことに、 めんどくさい やだ 自分くらい別に・・・
そんな気持ちで向き合っていることに、さよならしたいと思うのです。
家でも聞いてみてください。自信をもって答えられたら○ 正直に反省していたら○ですね。

プラスして、勉強のこともお話しました。

・家庭学習はこれくらいでいいの？
表紙の自分で決めためあてを簡単に破っている人が少しだけいます。
上の学年でも、毎日ドリルで埋めているだけで「考える力」を鍛えられて
いない人がたくさんいます。
みどりっ子テストで１００点とることは素晴らしい。でも、その上の力が
必要な人がたくさんいます。漢字を書く、計算するだけから「考える力」へ。

みんなが夢に向かって一歩前進できるように 少しずつ強くやさしくなれるように
次のキーワードを後期の目標にしてがんばっていきたいと思います。

自分で 「しっかり」 みんなで「きちんと」

この二つのキーワードは、先生方とも保護者の皆様とも一緒にがんばりたいことです。
学校では、マスクをしていない子どもに声をかけること、あいさつができるように具

体的に励ましていくこと、誰が走ったかしっかりと見取ることなどを徹底します。
ご家庭でも、「ごまかし」や「甘えすぎ」に注意して「しっかり・きちんと」をキー

ワードにしてしつけてみてはいかがでしょうか。

私たち大人は “子どもが できることは しっかりと やらせましょう”

横堀小学校では，“全員が”集団登校することを目指しています。帰りも、
特別な事情がない場合は歩かせてください。ご家庭や地域で、もう一度
ご検討ください。事情がある場合は、学校 （担任・教頭）までお知らせください。

これも“できること”だと考えています。ご協力ください。


